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(都 市 生 活 の 動 態 性 を 考 慮 し た 洪 水 避 難 意 思 決 定 に 関 す る マ ル

チ エ ー ジ ェ ン ト に よ る モ デ ル 化 と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン )  

（ 論 文 内 容 の 要 旨 ）  

本 論 文 は 、 時 間 的 ・ 空 間 的 な 動 態 性 が 高 ま る 都 市 水 害 リ ス ク に 対 し て

効 果 的 な 避 難 行 動 計 画 を 立 て る た め の 意 思 決 定 問 題 の モ デ ル 化 と 、 マ ル

チ エ ー ジ ェ ン ト ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 法 に よ る 政 策 分 析 に つ い て 研 究 し

た 成 果 を ま と め た も の で あ り 、 6 章 か ら な っ て い る 。  

 

第 １ 章 は 序 論 で あ り 、 研 究 の 背 景 、 目 的 、 研 究 手 法 お よ び 論 文 の 構 成

に つ い て 説 明 し て い る 。  

 

第 2 章 は 、 関 連 研 究 と 既 往 の 手 法 に つ い て 文 献 レ ビ ュ ー を し て い る 。

特 に 洪 水 避 難 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 関 す る 既 往 の 研 究 で は 多 く が G I S や

マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 法 を 活 用 し て い る こ と を 指 摘

し て い る 。 ま た 本 研 究 で は 、 生 存 可 能 性 ( s u r v i v a b i l i t y )と い う 観 点 を

新 た に 取 り 入 れ た ア プ ロ ー チ を 提 示 す る こ と に 一 つ の 特 徴 が あ る こ と

を 示 し て い る 。  

 

第 3 章 で は 、都 市 の 洪 水 氾 濫 時 に お け る 人 々 の 避 難 条 件 を 時 空 間 的 に 分

析 す る 方 法 を 提 示 し て い る 。  ま ず 、 都 市 に お け る 避 難 行 動 計 画 を 策 定

す る た め に は 、 都 市 空 間 の 垂 直 化 ・ 複 雑 化 に 伴 う 、 地 上 の 開 放 系 空 間 と

地 下 の 閉 鎖 系 空 間 の 違 い に 着 目 し 、 そ れ ぞ れ の 特 性 と 条 件 を 考 慮 す る こ

と が 不 可 欠 で あ る こ と を 指 摘 し て い る 。 ま た 、 時 空 間 上 で 展 開 さ れ る 都

市 活 動 の 動 態 特 性 も 的 確 に 考 慮 す る こ と が 不 可 欠 で あ る こ と を 明 ら か

に し て い る 。 そ の 上 で 、 パ ー ソ ン ト リ ッ プ 交 通 調 査 の デ ー タ を 活 用 し 、

京 都 市 中 京 区 を 対 象 に 、都 市 生 活 の 動 態 特 性 を 地 図 情 報 と し て 可 視 化 す

る と と も に 、洪 水 ハ ザ ー ド 情 報 を 重 ね た 洪 水 暴 露 度 マ ッ プ を 作 製 し て い

る 。 さ ら に こ れ ら の 地 図 情 報 を 活 用 し て 、 平 日 と 週 末 に お け る 洪 水 暴 露

度 の 違 い に つ い て 分 析 し て い る 。  

 

第 4 章 は 、地 上 の 開 放 系 空 間 に お い て 、住 民 と 非 住 民 が 混 在 す る 状 態 で 、

状 況 依 存 的 に 最 適 な 避 難 ル ー ト を 見 出 し て い く 避 難 行 動 意 思 決 定 問 題



を モ デ ル 化 し 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 分 析 し て い る 。 そ の 際 、 マ ル チ エ ー ジ

ェ ン ト ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 法 と G I S を 組 み 合 わ せ た ア プ ロ ー チ が 有 用

で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 具 体 的 に は 、 実 際 に 被 験 者 か ら 聞 き 取

り 調 査 を 行 い 、 行 動 特 性 の モ デ ル 化 を 行 っ た 。 さ ら に 神 戸 市 長 田 区 を ケ

ー ス ス タ デ ィ 域 と し て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 分 析 を 行 い 、 避 難 率 、 避 難 路

の 途 絶 状 態 、 年 齢 構 成 等 の 住 民 の 属 性 、 住 民 と 非 住 民 の 構 成 率 等 の 違 い

が 、 指 定 避 難 所 ま で 無 事 に 到 達 で き る 人 数 や そ の プ ロ セ ス に 及 ぼ す 影 響

を 、 政 策 論 的 に 分 析 で き る こ と を 示 し て い る 。  

 

第 5 章 で は 、 地 下 街 と い う 閉 鎖 空 間 を 取 り 上 げ て 、 洪 水 氾 濫 が 及 ん だ 場

合 を 取 り 上 げ 、人 々 の 避 難 行 動 の 意 思 決 定 問 題 を 議 論 し て い る 。そ の 際 、

地 下 街 で は 、 生 命 の 危 険 性 な ど の 生 存 可 能 性 ( s u r v i v a b i l i t y )が 重 大 に

な る 極 限 状 態 も 考 慮 す る 必 要 が あ る こ と を 指 摘 し 、 避 難 行 動 意 思 決 定 問

題 を V i t a e  S y s t e m 概 念 モ デ ル を 参 照 す る 形 で モ デ ル 化 し 、 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン に よ り 多 角 的 に 分 析 し て い る 。こ れ に よ り 、避 難 口 の 設 置 場 所 や 、

緊 急 的 に 仮 避 難 で き る 場 所 の 工 夫 や 、 そ の よ う な 機 転 を 利 か せ ら れ る

人 々 の 判 断 ・ 行 動 力 な ど の 違 い が 、 と り あ え ず 命 を 守 る 上 で 成 否 を 決 め

る こ と を 思 考 実 験 的 に 検 討 で き る こ と を 明 ら か に し て い る 。  

 

第 6 章 は 結 論 で あ り 、 本 研 究 で 得 ら れ た 成 果 の 要 点 と 、 今 後 の 研 究 の 課

題 に つ い て 言 及 し て い る 。  

 

要 す る に 本 論 文 は 、 都 市 洪 水 リ ス ク に 対 す る 避 難 計 画 を 立 て る 上 で 、

有 用 な 分 析 技 法 と 政 策 的 知 見 を 提 示 し て い る 。 以 上 の 理 由 に よ り 、 本 論

文 は 博 士 （ 工 学 ） の 学 位 審 査 の 請 求 に 値 す る も の と 認 め る 。  
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 （ 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ）  

本 論 文 は 、 時 間 的 ・ 空 間 的 な 動 態 性 が 高 ま る 都 市 水 害 リ ス ク に 対

し て 効 果 的 な 避 難 行 動 計 画 を 立 て る た め の 意 思 決 定 問 題 を 取 り 上

げ 、 マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 法 に よ る モ デ ル 化 と

政 策 分 析 ア プ ロ ー チ に つ い て 研 究 し た 成 果 を ま と め た も の で あ り 、

得 ら れ た 主 な 成 果 は 次 の と お り で あ る 。  

 

1 .都 市 に お け る 避 難 行 動 計 画 を 策 定 す る た め に は 、 時 空 間 上 で 展

開 さ れ る 都 市 活 動 の 動 態 特 性 、 な ら び に 都 市 空 間 の 垂 直 化 ・ 複

雑 化 に 伴 う 地 上 の 開 放 系 空 間 と 地 下 の 閉 鎖 系 空 間 の 違 い に 着 目

し 、 そ れ ぞ れ の 特 性 と 条 件 を 考 慮 し た 分 析 が 不 可 欠 で あ る こ と

を 指 摘 し て い る 。   

2 .京 都 市 中 京 区 を 対 象 に パ ー ソ ン ト リ ッ プ 交 通 調 査 の デ ー タ を 活

用 し 、 都 市 生 活 の 動 態 特 性 を 地 図 情 報 と し て 可 視 化 す る と と も

に 、 洪 水 ハ ザ ー ド 情 報 を 重 ね た 洪 水 暴 露 度 マ ッ プ を 作 製 し て い

る 。 得 ら れ た 地 図 情 報 を 活 用 し て 、 平 日 と 週 末 に お け る 洪 水 暴

露 度 の 違 い に つ い て 分 析 し て い る 。  

3 .上 記 の 各 種 の 避 難 行 動 の 意 思 決 定 問 題 を モ デ ル 化 し 、 シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン す る た め に は 、 マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン 技 法 と G I S を 組 み 合 わ せ た ア プ ロ ー チ が 有 用 で あ る こ と を 示

し て い る 。  

4 .地 上 の 開 放 系 空 間 に お い て 、 住 民 と 非 住 民 が 混 在 す る 状 態 で 、

状 況 依 存 的 に 最 適 な 避 難 ル ー ト を 見 出 し て い く 避 難 行 動 意 思 決

定 問 題 を モ デ ル 化 し 、 神 戸 市 長 田 区 を 対 象 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

分 析 し て い る 。 こ れ に よ り 、 避 難 す る 人 の 数 や 、 年 齢 構 成 等 の

人 的 属 性 、 住 民 と 非 住 民 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で き る 状 況 の 違

い な ど に よ り 、 無 事 避 難 で き る 非 住 民 の 数 も 変 わ る こ と な ど を

多 様 な ケ ー ス を 比 較 す る こ と で 明 ら か に し て い る 。  

5 .地 下 街 と い う 閉 鎖 系 空 間 に お い て は 、 生 命 の 危 険 性 な ど の 生 存

可 能 性 が 重 大 に な る 極 限 状 態 も 考 慮 す る 必 要 が あ る こ と を 指 摘

し 、 そ の よ う な 場 合 の 避 難 行 動 意 思 決 定 問 題 を V i t a e  S y s t e m

概 念 モ デ ル を 参 照 す る 形 で モ デ ル 化 し 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ

り 多 角 的 に 分 析 し て い る 。  

 

要 す る に 本 論 文 は 、 都 市 洪 水 リ ス ク に 対 す る 避 難 計 画 を 立 て る 上

で 有 用 な 分 析 技 法 と 政 策 的 知 見 を 提 示 し た も の で あ り 、 学 術 上 、 実

際 上 寄 与 す る と こ ろ が 少 な く な い 。 よ っ て 、 本 論 文 は 博 士 （ 工 学 ）

の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の と 認 め る 。 ま た 、 平 成 2 2 年  1 月

1 9 日 、論 文 内 容 と そ れ に 関 連 し た 事 項 に つ い て 口 頭 試 問 を 行 っ た 結

果 、 合 格 と 認 め た 。  

 


